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第５回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成24年２月27日(月曜日) 

            午前10時１分開議 

午前11時46分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地

域振興に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(16人) 

        委 員 長 松 田 三 郎 

        副委員長 小早川 宗 弘 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 堤   泰 宏 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 守 田 憲 史 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 九 谷 高 弘 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

       総括審議員 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊 

      地域振興課長 佐 藤 伸 之 

    地域振興課政策監 

兼新幹線元年戦略推進室長 本 坂   道 

交通政策課長 中 川   誠 

商工観光労働部 

        観光課長  宮 尾 千加子 

    くまもとブランド 

        推進課長 坂 本 孝 広 

 土木部 

部 長 戸 塚 誠 司 

道路整備課長 増 田   厚 

道路保全課長 亀 田 俊 二 

都市計画課長 内 田 一 成 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 上 野 晋 也 

 警察本部 

交通部長 中 野 洋 信 

交通規制課長 髙 野 利 文 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

     議事課課長補佐 平 田 裕 彦 

――――――――――――――― 

  午前10時１分開会 

○松田三郎委員長 ただいまから、第５回高

速交通及び新幹線活用対策特別委員会を開催

いたします。 

 本日の委員会に５名の傍聴の申し込みがあ

りましたので、これを許可したいと思いま

す。 

 まず、執行部を代表して、坂本企画振興部

長からごあいさつ及び概要説明をお願いいた

します。 
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○坂本企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、執行部を代表して、本委員会の付託案

件の概要について御説明申し上げます。 

 松田委員長、小早川副委員長を初め委員の

皆様方におかれましては、１月下旬の震災及

び防災対策特別委員会との合同管内視察につ

きまして大変お世話になりました。現地で得

られました情報につきましては、今後の事業

推進に役立ててまいります。 

 それでは、付託案件の概要について御説明

申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、早期完成が図られるよ

う要望活動などに積極的に取り組んでいると

ころです。 

 次に、航空路線の利用促進につきまして

は、東日本大震災の影響等により利用が低迷

するなど厳しい状況が続きましたが、国内線

は、現在利用者数が前年並みまで回復しつつ

あります。 

 また、ソウル線につきましても、熊本の安

全性のＰＲや利用促進に取り組んだことなど

もあり、利用状況は回復しつつあります。 

 さらに、現在、中国南方航空と路線開設に

向けて交渉を続けております。 

 引き続き、阿蘇くまもと空港の路線振興に

取り組んでまいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 今後の熊本都市圏における都市交通政策や

道路整備計画を策定するため、来年度から人

の動きを調査・分析するパーソントリップ調

査を行うこととし、官民による熊本都市圏総

合交通計画協議会を設置しました。 

 また、熊本都市圏における東西の交通アク

セスを改善するために整備してきました春日

池上線の万日山トンネルを、３月19日から供

用を開始する運びとなりました。 

 今後とも、交通ネットワークの強化に取り

組んでまいります。 

 第３に、九州新幹線鹿児島ルートを活用し

た地域振興に関する件でございます。 

 まず、九州新幹線の博多－熊本間の利用者

数につきまして、開業から12月までの合計

は、前年同期と比べまして４割の伸びで推移

しております。 

 次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、熊本の魅力を多くの方々に体

感し楽しんでいただけるよう、新幹線元年事

業や「くまもとサプライズ」を県内各地で展

開しております。 

 次に、九州新幹線を活用した観光振興等に

ついてですが、まずＫＡＮＳＡＩ戦略につき

ましては、「くまモン」を活用した営業の成

果として、大手食品会社による商品化を実現

し、全国販売につなげるなど効果的に県産品

のＰＲをすることができました。 

 次に、観光キャンペーンにつきましては、

さきに実施したデスティネーションキャンペ

ーンの効果を継続、拡大させるため、今月か

ら「ビッ！クマモトキャンペーン」を展開し

ているところです。引き続き熊本の魅力を発

信し誘客につなげてまいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いいたします。 

 

○松田三郎委員長 ありがとうございまし

た。 

 それでは、議題(1)につきまして、執行部

から事業概要の説明を受け、その後質疑を受

けたいと思います。 

 説明に当たりましては、毎回のことではご

ざいますが、可能な限り簡潔にお願いいたし

ます。 

 それでは、増田道路整備課長から順次御説
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明をお願いいたします。 

                     

○増田道路整備課長 道路整備課でございま

す。よろしくお願いします。 

 担当しております高速交通体系に関する

件、高規格幹線道路等の整備の前回からの変

更点について御説明します。 

 資料の１ページをお願いします。 

 最下段の平成24年２月５日現在の供用延長

について、全国の数値を9,938キロメートル

と時点修正しています。 

 次に、４ページをお願いします。 

 経過の表を時点修正しております。上から

５段目に、平成24年12年１日に、東日本大震

災の被災地支援、及び観光振興のための新た

な無料開放が開始されております。 

 次に、12ページをお願いします。 

 １行目から７行目まで、南九州西回り自動

車道建設促進協議会における活動につきまし

て、１月13日に実施されました要望活動を併

記しております。 

 以上で説明を終わります。 

                     

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の16ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進でございます。 

 まず、国内線の状況でございます。参考－

４で、４月から１月までの通算の国内線の利

用状況について表を掲載しております。一番

下の合計欄をごらんください。４月から１月

までの旅客数228万4,387人、利用率は60.8％

となっております。 

 その欄の右端をごらんになられてくださ

い。対前年同月比でございます。旅客数につ

きましてはマイナス２万6,780人、増減率に

つきましては対前年比98.8％、これは前回の

委員会御報告時に比べまして、旅客数で約5,

000人、増減率につきましては約0.7ポイント

改善し、国内線につきましてはほぼ前年並み

の水準まで回復してきている状況でございま

す。 

 17ページをお願いいたします。 

 上段、参考－５に、国内線の月別の利用者

数、利用率を掲載しております。12月、１月

利用率につきまして、まず国内線トータルの

利用率、上から２番目でございます57.1％、

１月が53.9％、前年比で12月が100.1％、１

月は105.7％でございます。搭乗率はやや落

ち込み月になって低下しておりますが、利用

実績につきましてはほぼ前年並みの回復をし

ております。 

 その表の一番下の欄、大阪線がございま

す。同じく前年比12月92.9％、１月が91.

5％、大阪線につきましても７～８％の減と

いうことで、前年に比べて数字が続いている

状況でございます。 

 下の欄、今後の取り組み。東京線でござい

ます。本年３月１日から３月24日まで、まず

当面の間でございますが、ＪＡＬが東京便１

便増便いたします。東京線は１日20便になる

予定でございます。熊本発の21時が追加にな

ります。また、羽田６時20分発、熊本着が８

時15分になる予定でございます。 

 一番下の欄でございます。スカイマークの

神戸線が、３月25日から当面３月31日までの

間でございますが、神戸線１便減便いたしま

して、１日１往復になる予定でございます。 

 次、20ページをお願いいたします。 

 参考－３、後段、ソウル線の利用状況でご

ざいます。11月、12月、１月の利用率につい

て御説明いたします。 

 真ん中の欄、利用率、11月62.2％、12月5

4.2％、１月73.8％でございます。韓国から

の入り込み客の減に伴いまして、12月60％を

割り込む状況になりましたが、インバウンド

対策を打ちました結果、１月が73.8％と多く

なっております。また、２月も同じように利

用率はいい数字が続いております。 

 次、21ページをお願いいたします。 

 - 3 -



第５回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成24年２月27日) 

 下段に、チャーター便の利用状況でござい

ます。23年度２月１日現在で、便数としまし

て34便、昨年のトータルでいきますと28便で

ございますので、昨年より６便多い状況でご

ざいます。下の欄が利用者数でございます

が、昨年に比べて約2,000人多い状況でござ

います。台湾線が順調にチャーター便が出て

いる状況でございます。 

 24ページをお願いいたします。 

 航空物流の状況でございます。真ん中、参

考－１に貨物の取扱状況でございます。11

月、12月、１月の状況でございます。11月が

対前年比92.7％、12月に92％、１月で84.

6％、一番右端に１月までの通算を計算して

おります、79.8％となっており、前回の御報

告時に較べて4.3ポイント改善している状況

でございます。 

 続きまして、31ページをお願いいたしま

す。 

 空港の経営改革、中段でございます。現

在、国土交通省では、空港経営改革に向けた

検討が進められておりますが、今国会に空港

経営改革を推進するための枠組みとなる法案

が提出される予定です。引き続き、国の検討

状況等について情報収集しながら、空港ビル

等と連携して対応を検討してまいる所存でご

ざいます。 

 航空路線の利用促進については以上でござ

います。 

 続きまして、都市圏交通に関する件でござ

います。 

 35ページをお願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセスの改善の件

でございます。空港ライナーの利用状況につ

いてでございます。12月に月トータル、１日

平均が124人、１月につきましては103人とい

うことで、航空路線の落ち込み月等もありま

して、若干足踏み状況でございます。安定的

な運行の実現を目指しまして、さらなる利用

者の増を確保するため、24年度も引き続きお

願いしたいと思っております。 

 次、36ページをお開きください。 

 バス路線網の再編でございます。先週20日

に開催されました熊本市におけるバス交通の

あり方検討協議会におきまして、バス路線網

の再編のイメージ案が示されております。今

後、具体的なアクションプログラム策定に取

り組む予定でございます。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○亀田道路保全課長 道路保全課でございま

す。 

 37ページをお願いします。 

 下から８行目、（3）熊本市電のバリアフリ

ー化でございます。２つ目の丸ポツでござい

ますけど、追加しておりまして、「また」以

降でございます、「市立体育館前電停につい

ては、12月末までに関係機関及び地元調整が

完了し、バリアフリー化の一環として道路管

理者による横断歩道橋の撤去が年度内に完了

予定であり、平成24年度以降引き続きバリア

フリー化工事を実施予定。」。 

 以上でございます。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 39ページをお願いいたします。 

 パークアンドライドにつきまして御説明を

いたします。 

 上段の表は、今年１月末現在の実施状況を

記載しております。なお、今年１月からＪＲ

宇土駅におきまして、20台での暫定運用を開

始しております。来年度に駐車場整備を完了

し、最終的に30台での運用を行う予定でござ

います。 

 続きまして、42ページをお願いいたしま

す。 

 （1）新水前寺駅について御説明をいたし

ます。 

 昨年９月にＪＲ新水前寺駅と市電電停との
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結節を完了し、現在、道路舗装工事や旧横断

歩道橋の撤去工事を行っておりますが、来年

度以降も道路工事等を継続実施する必要があ

り、熊本市と引き続き協議を進めていきま

す。 

 以上でございます。 

 

○上野鉄道高架推進室長 鉄道高架推進室で

ございます。 

 44ページをお願いいたします。 

 ２行目になりますが、熊本駅周辺整備にお

いて、春日池上線３工区（万日山トンネル）

につきましては、３月19日に供用開始を予定

しております。 

 ６行目になりますが、平成24年度以降に継

続して実施する必要がある周辺街路及び東口

駅前広場（完成形）の整備については、熊本

市と引き続き協議を進めてまいります。 

 恐れ入りますが、こちらの別添資料の１ペ

ージ、「万日山トンネル開通後の熊本駅への

アクセスについて」をお願いいたします。１

ページでございます。 

 万日山トンネル開通後の熊本駅西口からの

アクセスルートを御説明いたします。 

 図面の中央が熊本駅になりまして、西側に

青色で新幹線を、東側に茶色で鹿児島本線を

あらわしております。 

 まず、熊本市の中心市街地方面へのアクセ

スは緑色で、南部地域方面へのアクセスは黄

色で、西部地域方面へのアクセスは桃色であ

らわしておりますが、この３つのルートは今

までと変更がございません。 

 これに加えまして、今回、赤い線で囲んだ

区間、万日山トンネルを含む春日池上線３工

区が３月19日から供用開始することにより、

西部地域方面へのアクセスには、桃色の車線

であらわした田崎春日線から春日池上線の万

日山トンネルを経由して野口清水線、通称西

回りバイパスを南へ向かうルートが設定で

き、交通の分散によるアクセスの向上が図ら

れます。また、野口清水線を北に向かうルー

トは、横手・島崎方面へのアクセス向上につ

ながることとなります。 

 以上で説明を終わります。 

 

○内田都市計画課長 引き続き、熊本駅西地

区につきまして御説明をいたします。 

 同じ別添資料の２ページをお願いいたしま

す。 

 熊本市で施行中の、熊本駅西土地区画整理

事業の本年１月末の進捗状況をあらわしてお

ります。 

 平面図の着色は、右側の凡例に記載してお

りますように、建築工事等の許可申請が行わ

れている区域を示しておりまして、建築中の

ものや既に居住をされている方もあります。

なお、この凡例中、緑色で着色しているその

他は、事務所、保育園、病院、駐車場など住

宅以外となっております。 

 図面右側にある春日池上線の左側につきま

しては現在建築等が可能となっております

が、着色していない宅地はいまだ建築物など

の用途が決まっておりません。 

 また、右側の青色の破線で囲んだ工事中の

区域は、昨年12月に建物移転が完了し、平成

24年度の工事完了を予定しています。その後

に建築等が可能となります。 

 続きまして、別添資料の３ページをお願い

いたします。１枚めくっていただきたいと思

います。 

 総合都市交通体系調査（パーソントリップ

調査）につきまして御説明をいたします。 

 この調査は、熊本都市圏の人の動きを調

査・分析し、今後の熊本都市圏における都市

交通政策や道路整備計画、いわゆる都市交通

マスタープランを策定するものでございま

す。 

 今年１月末に、熊本都市圏総合交通計画協

議会を設置し、第１回目の協議会を去る２月

16日に開催いたしました。今後、官民一体と
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なって、都市圏の総合交通体系調査について

検討をしてまいります。 

 補充としましては、中ほどに記載をしてお

りますように、今年度パーソントリップ調査

の方針等を決める予備調査を実施しており、

来年度から調査に着手し、平成26年度に都市

交通マスタープランを策定することとしてお

ります。 

 以上で説明を終わります。 

 

○佐藤地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 本資料の45ページをお願いいたします。 

 国の新熊本合同庁舎の状況でございます。

45ページ最下段でございますが、国の熊本合

同庁舎Ｂ棟につきましては、本年度に引き続

きまして、平成24年度政府予算において整備

費が盛り込まれたところでございます。 

 今後ともＢ棟の整備費が着実に進んでいき

ますように、国の予算措置の状況、それから

整備状況等について留意をしていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 資料の49ページをお開きください。 

 九州新幹線の利用状況でございます。一番

最下段でございます。これまでＪＲ九州に対

しさまざまな要望活動を実施してまいりまし

たが、さらに今月１日、新大阪直通の停車本

数の増加、割引切符の新設につきまして玉名

市長とも要望を行ったところでございます。

直行便の増加は今後の課題となりましたが、

割引切符につきましては、４月１日からの新

設が実現したところでございます。 

 続きまして、50ページをお願いいたしま

す。 

 後段に利用実績の表がございます。右端を

ごらんになられてください。博多－熊本間、

12月の１日平均の利用者数２万2,700人と、

若干これまでから比べると落ち込んでおりま

す。 

 それから、その下段の表は各月ごとの前年

比の数値でございます。11月は151％、12月

は130％となっております。落ち込み月とい

う見方もありますが、全体として少しずつ落

ち着いてきている兆しがあるかもしれません

ので、今後も注視してまいります。 

 51ページをお開きください。 

 上段に各駅の乗降客数でございます。４月

から12月の平均は、新玉名駅で950人、熊本

駅１万3,550人、新八代駅1,950人、新水俣駅

1,000人ということになっており、ＪＲが策

定した目標につきましては一応達成した形に

なっております。 

 また、その下段に、先日報道されました３

月17日からの新ダイヤの各駅の停車本数を記

載しております。今回のダイヤ改正では、熊

本駅以南の駅につきましては、大阪直通便の

大幅な増便が実現しております。 

 交通政策課につきましては以上でございま

す。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。 

 九州新幹線を活用した熊本づくり、52ペー

ジからですが、申しわけございませんが、58

ページをお願いしたいと思います。 

 まず、九州新幹線の全線開業記念ととも

に、ゆるキャラグランプリ１位を記念しまし

た「くまモンファン感謝祭」を、県内４カ所

で開催いたしております。２月には上天草、

高森で、３月、これからは人吉、美里で開催

することとしております。 

 それからその次の欄ですが、３月17日、18

日に、九州新幹線全線開業１周年を記念しま

したＪＲ九州とタイアップしました開業イベ

ントを開催することといたしております。新

幹線４駅、新玉名、熊本、新八代、新水俣に
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おいて開催する予定でございます。 

 次に、59ページお願いしたいと思います。 

 ⑤番「くまもとサプライズ」の展開でござ

います。 

 まるの２番目でございますが、ロゴ及びキ

ャラクターの使用申請のことでございます

が、開始から１月末までに2,921件、先週の

金曜現在で3,367件の許可があっておりま

す。当初は４月、５月は100件から150件程度

の月の申請でございましたが、現在月当たり

400件から500件の申請があっております。 

 それから、次の丸でございます。小山薫堂

さんにより制作されましたkumamoto surpris

e filmの上映、貸し出しでございます。12月

からは、「くまモン」のオフィシャルサイト

での公開をしておりまして、１月末までで２

万4,000回の再生回数となっております。 

 それでは、最後の丸でございます。東日本

大震災の被災地の子供たちを支援するため

に、「くまモン募金」を設置したところでご

ざいますが、１月30日から31日にかけまし

て、被災３県の県庁を訪問しまして、おのお

の541万4,000円を贈呈したところでございま

す。募金総額は1,624万4,000円余、58の団

体・個人から募金を受け入れたところでござ

います。 

 以上でございます。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 九州新幹線を活用した観光振興につきまし

て御説明をさしていただきます。そのうちの

新幹線元年戦略に基づくＫＡＮＳＡＩ戦略に

ついての御説明でございます。 

 まず、61ページをお開きをいただきたいと

思います。 

 私どもとしまして「くまモン」がつぶやく

ということでツイッターを開設いたしており

ますが、そのフォロワー数が、24年の１月末

で４万5,000人を超えております。 

 それと、部長のごあいさつの中にもありま

したけれども、「くまモン」を営業部長とい

たしまして、大阪市周辺の食品大手企業等を

ずっと訪問をさせていただいたということ

は、前回の委員会のときに御説明をさせてい

ただきましたが、その成果が少し出てまいり

ましたので、その点について御説明をさせて

いただきます。 

 成果の米印のところに書いてございます

が、まず、串かつ協議会によりまして、12月

５日から11日、フェアを開催したところでご

ざいますが、その中で辛子レンコンとか馬

肉、また赤牛等を使ったような串かつが、６

品目定番化をしたところでございます。 

 それと、カゴメについては、前回の委員会

のときに御説明をさせていただいております

が、２月末をもって一応販売を終了する予定

でございますが、日経新聞で週間の新製品で

順位づけをしたランキングを常時発表をされ

ておりますけれども、発売以降２位から４位

ぐらいの間をずっと上位をキープしておりま

して、カゴメとしてはかなり実績が上がった

というふうに聞いております。 

 それと、UHA味覚糖につきましては、３月

末ごろに九州で先行販売を予定をしておりま

す。 

 次が、神戸屋につきましてですけれども、

神戸屋につきましても、２月１日から熊本阿

蘇ジャージー牛乳蒸しパンと熊本メロンパン

を、関西を中心とした形で販売をするという

実績になって生まれております。これは、営

業をして訪問をした成果として上がっている

わけですけれども、グランプリ１位になった

成果といたしまして、逆に大手企業さんの方

からこちらの方に申し入れがありまして、実

はＪＲ東日本――記載はしておりせんが、Ｊ

Ｒ東日本リテール、「秋吉」「くら」とか「Ｎ

ＥＷＤＡＹＳ」を経営しているところでござ

いますが、そちらの方で３月の13日から約１

カ月間、東北・九州キャンペーンをやります
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ということで、その中で第一屋製パンという

東京に本社がありまして、関東地区を中心と

して販売をしているパン工場でございますけ

れども、そちらの方でビーフシチューパンだ

とか万次郎カボチャのホイップのパンだと

か、県産のリンドウポーク等を使用した調理

パンを販売するという話が来ております。こ

れも「くまモン」効果ではないかなというふ

うに考えております。 

 次のページをお開きをいただきたいと思い

ます。 

 量販店におきます熊本フェアを開催してお

りまして、関西圏のイトーヨーカ堂14店舗を

中心としまして熊本フェアを開催いたしまし

た。売上金額が約1,500万円程度あっている

ということでございます。 

 それと、商談会を事前に開催をしておりま

すが、セブンネットの商談会で11社、まあ18

社の中で約200商品がそのセブンネットの中

で採用されるという実績も上がっておりま

す。 

 それと、地域特有の魅力に着目したプロモ

ーション展開でございますが、一番下のとこ

ろに書いてございますように、２月の18日か

ら19日、湊町のリバープレイスというところ

で、第２回くまもと逸品縁日＆ミナミあっち

こっちラリーを開催しまして、２日間で４万

3,000人の方々に御来場をいただいておりま

す。 

 それと、ブランド推進事業でございます。

ＫＡＮＳＡＩ地域における認知度調査を12月

にやらせていただいております。当初の目的

は、４カ年戦略上の目標といたしまして26％

を目標値として掲げておりましたが、12月の

調査におきまして21％という結果になってお

ります。これは平成21年度で調査をしたとき

も21％でしたので、横並びになっているかと

いうふうに考えております。 

 同日の調査で、「くまモン」の認知度につ

きましては、ＫＡＮＳＡＩ地区では約６割の

方が知っていらっしゃるという状況で、今後

「くまモン」の認知度のこの６割をどう生か

していくかが大きな課題だろうというふうに

考えております。 

 それとあわせまして、この認知度調査にお

きましては、「九州沖縄各県で興味・関心が

わくのは」という形の問いをやっております

もんですから、例えば今回の東日本大震災の

さまざまなマスコミ等の情報、それと沖縄等

の情報等もございまして、政治的なものだと

か、いろいろそのときそのときに出てくるも

のに少し引っ張られるというような形のもの

がありますので、この問いのやり方につきま

してももう一度見直しをやって、次の目標設

定を新たに立てていきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。 

 62ページ下段からが観光関係でございます

が、恐縮ですけど、ちょっと飛びまして、70

ページをお願いいたします。 

 70ページ中ほどでございますが、「ビッ！

クマモトキャンペーン」でございます。これ

は、昨年12月までの南九州３県のデスティネ

ーションキャンペーンの成果を引き続き延

長・拡大させるために、ＪＲ西日本の協力を

得て３月末まで展開しているものでございま

す。なお、ＤＣの成果でございますが、現在

集計中でございまして、３月ぐらいにはお示

ししたいと考えておりますが、手ごたえを非

常に感じているところでございます。 

 この「ビッ！クマモトキャンペーン」は、

いわゆるびっくりと熊本を組み合わせたもの

で、どきどき、わくわくの熊本をくまなく見

てほしいという思いを込めております。 

 主な宣伝展開といたしましては、「くまモ

ン」をメーンキャラクターにした５万部のパ

ンフレットをつくりましたり、そのポスタ

ー、それから現在走らせておりますけども、
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大阪環状線にて、女性専用車両を１両すべて

「くまモン」、中も外も「くまモン」にいた

しまして、「くまモン」列車を走らせており

ます。 

 71ページの４行目でございますけども、大

阪にてキャンペーンイベントの開催でござい

ますが、これもくまもとブランド推進課のイ

ベントと連携し、熊本でのＰＲを開催したと

ころでございます。 

 71ページの③歴史回廊くまもと観光キャン

ペーン「平家遺産をめぐる旅」でございま

す。これはＮＨＫ大河ドラマ・平清盛にあわ

せまして、昨年12月からことしの12月まで、

ロングランで「平家遺産をめぐる旅」という

ことで展開しております。見て、触れて、味

わっていただくために、フォトコンテストで

すとかスタンプラリーのほか、平家遺産をめ

ぐる旅の舞台の一つである五木・五家荘地域

の、美しい風景や伝統芸能をお楽しみいただ

けるような動画をインターネットで配信して

おります。今後は、平家遺産のストレンジで

すとか、バスツワーなども計画したいと考え

ております。 

 パンフレットにつきましては、以前皆様方

にも一度送らせていただいているところです

けれども、今改めて新しいものをつくってお

りますので、また３月下旬には委員の皆様方

にも送らせていただきたいと考えておりま

す。 

 71ページ最下段をお願いいたします。 

 季刊誌「くまもとたいむ」の発行でござい

ます。これはしっとりしたつくりで、個人客

の大人の方をターゲットにしておりますけれ

ども、冬の号は「ものがたりのある温泉郷」

を特集した冬の号でございまして、日奈久で

すとか小天ですとか、南小国の田の原温泉等

を取り上げて作成したところでございます。 

 75ページをお願いいたします。 

 直近の観光動向についてでございます。県

内主要40近くの施設の御協力をいただきまし

て、６月から12月までの合計でございます。

関西以西からは引き続き50％以上の増加が続

いております。ただ、海外から、東日本大震

災のほか歴史的な円高もございまして回復が

依然鈍く、30％減という厳しい状況が続いて

おります。合計で４万人の増で、4.4％の増

というところでございます。 

 開業２年目のことしからが本当に正念場だ

と思っておりますので、しっかりと取り組ん

でいきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。何かありませんか。 

 

○小杉直委員 51ページ、各駅の乗降客数で

太文字の枠囲みでは、４月から12月の平均の

中で、熊本駅が１万3,550人、鹿児島中央駅

が１万4,150人というふうになって余り大差

ないですが、いろいろなイメージ的なことと

かを見聞すると、鹿児島中央駅の方がかなり

乗降客が多いというふうなイメージになって

おりましたが、この数字でいくと余り変わら

ないということですが、そういうことです

か。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 ４月から12月、その前に10月から12月をま

ず左側に書いてございまして、10月から12月

は熊本駅１万3,900人、鹿児島中央駅は１万

4,650人になっておりますが、トータルで４

月になってきますと、先ほど委員おっしゃら

れましたとおり、数字的には大分近づいてき

ている状況になっております。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 私個人の勉強不足かもしれぬ

けれども、熊本駅の乗降客は、鹿児島中央駅
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と余り変わらないようににぎわい出したとい

うことのとらえ方でいいですか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 見方としましては、鹿児島も若干落ち着い

てきている状況です。熊本は底がたくビジネ

スの需要が続いている状況と、そういうふう

に見ています。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 ほんならもう一点だけ。 

 62ページ、手直しのあった熊本・宮崎・鹿

児島デスティネーションキャンペーンの結果

ですね、これについては立派なパンフレット

もつくってかなりの宣伝もされて、議会では

横軸の観光議連あたりも開いたりなんかして

おるわけですが、この結果については、さっ

き宮尾さんが手ごたえを感じておるというこ

とは、このことだったんですか。 

 

○宮尾観光課長 そうでございます。細かな

データは今集計中でございます。 

 

○小杉直委員 それならば、ここに「10月～

12月に開催し、観光客誘客に努めた。」とい

うふうに書いてあるですが、３月末まで集計

するその手ごたえはかなりあったというふう

な見通しになるわけですか。 

 

○宮尾観光課長 手ごたえを非常に感じてい

るところでございます。 

 

○小杉直委員 わかりました。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○早田順一委員 49ページの下の方の（2）

番の九州新幹線の利用状況の中で、昨年の11

月にダイヤ改正に向けての要望を行ったとい

うふうになっておりますけども、停車本数の

増加、それから修学旅行に対する座席の確保

等について、今現在でもしわかっている情報

があれば教えてほしいことと、それと、その

下に、２月１日に、これはさっきの割引切符

の新設が４月１日というふうにお話がござい

ましたけれども、どんな感じの割引なのか、

その辺を教えてください。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 まず、修学旅行につきましては、前回の委

員会でもかなり御心配されている、御発言ご

ざいまして、ＪＲ九州と早速協議いたしまし

て、現時点では、修学旅行につきましては順

調に、直通の利用も伸びていると聞いており

ます。また、次年度以降も、もし必要であり

ましたら、ＪＲ西の方が検討していることで

ございますが、直通列車のほかに臨時列車等

も検討していきたいと、そういう話を伺って

おります。 

 もう一点、割引切符の件でございます。４

月１日から、新玉名－博多間で日帰りの割引

切符というのが新設される予定でございま

す。料金的にはたしか4,900円だったと思い

ます。 

 以上でございます。 

 

○早田順一委員 その割引切符は、時間帯と

かは関係ないんですか。 

 

○中川交通政策課長 これは日帰りの割引切

符、直接その場で購入できるものでございま

す。補足させていただきますと、これまで新

玉名駅では「ビックリつばめ」という割引切

符がございまして、事前の予約が必要という

ことで、使い勝手が悪いので改善できないか

という要望をいたしまして、その結果、予約

なしで使える日帰り切符が実現をするという

ことでございます。 
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 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 16ページなんですけど

も、空港の国内線の利用ですが、大阪線はデ

ータによると何か下り坂なんですけども、新

幹線の利用に移行しているといいますか、そ

の辺の分析とかデータは何かわからぬのです

か。どうなんですか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 大阪線の状況、先ほども御説明しました12

月と１月の利用率54.1、50.6％、前年比でい

きますと７～８％ぐらいのマイナスになって

おります。これはやはり新幹線の影響等も若

干あるかと思います。ただ、航空の方は、料

金的に割引料金を出し、かつ本数も減便しな

いで飛んでおりますので、事前に予想されて

おりました最悪３割近くマイナスになるんじ

ゃないかという点から見ますと、前進してい

ると思います。引き続き注視してまいりたい

と思います。 

 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 新幹線の利用が、新幹線

の方は増加しておりますので、その辺にどう

いう影響があるのかというのを、調査・分析

みたいなものはなさっていないのかというこ

となんです。便数的には減っているわけです

けども、これが新幹線で減ってきているとい

うことで、総枠的に県内に入っている人数が

ふえていればいいわけですけども、その辺は

どうなんですか。 

 

○中川交通政策課長 23年のデータにつきま

しては、年度初めの震災の影響等もございま

すので、もう少し数字を追っかけて計算して

分析してまいりたいと思います。今のところ

は、先ほど御説明しましたように、航空の方

も料金の値下げと便数の維持で健闘をしてい

るというふうに見ております。 

 以上でございます。 

 

○氷室雄一郎委員 また、今後その動向とい

いますか、県内に入る人の流れ等をきちっと

分析をして、また手を打つべきところは手を

打たにゃいかぬと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

 

○岩中伸司委員 私もそこら辺はずっと一貫

して疑問持って、県としては、熊本空港の利

用も上げていかにゃいかぬということで、関

西便のこれは、私は新幹線ができたらかなり

減少していくという心配をしていたんです。

今の報告でいくと、３万9,500人程度は前年

度と比べれば旅客数が減っているというふう

なことの報告を受けましたが、大阪から熊本

まで来る新幹線の利用、これは熊本駅の利用

の平均は今出ていたんですが、大体大ざっ

ぱ、大阪圏から直通で熊本まで来る、それは

資料はありませんか。 

 

○中川交通政策課長 新幹線の直通便の個別

の利用率まではまだＪＲの方も数字は示して

おりませんので、私どもまだ手元にございま

せんが、聞き取りの中では、直通便の利用は

自分たちが思っているぐらいの利用はあって

いるということでございます。ただ、乗車率

がどうかまではデータはまだ把握しておりま

せん。引き続きまた、収集いたしましたら御

説明させていただければと思います。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 その辺の資料がなかった

ら、大阪便の件がどんなものなのかとか、私

もこれまで何回かお尋ねしたんですけども、

そう影響はないというふうなそんな県のとら

え方だったというふうに思うんですけれど

も、具体的にそこら辺はやっぱり示していた

だきたいというふうに思いますので、できれ

 - 11 -



第５回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成24年２月27日) 

ば大阪－熊本の直通ですね、ＪＲの新幹線の

利用、よろしくお願いしたいと思います。 

 

○堤泰宏委員 都市計画課ですかね、別添資

料の２ページ、熊本駅西土地区画整理事業の

進捗状況ですけども、白地のところはこれは

まだ何も建っとらぬところですたいね。そう

すると、緑がその他、これも建っとらぬとで

すか。 

 それから、専用住宅が黄色で共同住宅が何

か赤ですかね。それで、ここに家ばかり建っ

たっちゃいかぬとじゃなかっですか。何か活

性化するような……。何かバスターミナルも

できるとちょっと聞いたことがあっとですけ

ど、バスターミナルがここにできるんです

か。 

 

○内田都市計画課長 まず、緑色でございま

すけれども、緑色については既に住宅が建っ

ております。 

 

○堤泰宏委員 住宅な、こら。 

 

○内田都市計画課長 保育園とか駐車場であ

ったり、それから病院であったり、建物がで

きております。 

 それと、最後にお尋ねになったバスターミ

ナルのお話でございますけれども、特に今の

ところバスターミナルの計画はありません。

駅西の駅前広場の中にバス停と団体バスの停

留所とかはございますけど、特にバスターミ

ナルということで。 

 

○堤泰宏委員 うわさですか。いや、私が聞

いたのは、バスの停留所でもええじゃないで

すか。何か。 

 

○内田都市計画課長 駅西の駅前広場の中に

バス停はございます。 

 

○堤泰宏委員 バス停。すると、どれぐらい

のバスが、例えば産交とか熊本バスとかござ

いますね、乗り入れするんですか、その会

社、観光バスだけとか、路線バスとかいうふ

うに。 

 

○上野鉄道高架推進室長 以前から春日小学

校前を通って西部方面に向かっておりました

産交バスが通っております。 

 

○堤泰宏委員 産交バスがそこにとまる。ち

ょっと気になりますけども、家ばかり建たぬ

ごていっちょ頑張ってください。これは住宅

地ではいかぬと思うですよ。 

 

○村上寅美委員 決まっとるもん。 

 

○堤泰宏委員 こら決まっとっとかね。 

 

○村上寅美委員 個人の土地だけん、どぎゃ

んもならぬと。 

 

○堤泰宏委員 どぎゃんもならぬとな。 

 

○村上寅美委員 そるば君たちは説明せにゃ

んたい。内容がかみ合わぬどうが、説明せえ

よ。どぎゃんかなっとじゃなかっだけん。 

 

○内田都市計画課長 土地区画整理事業で

は、個人の方が土地を持っておられまして、

その方が土地区画整理事業に参加されており

ますので、個人の土地がすべてでございま

す。それで、個人の方々が何を建てるかは個

人の判断によるものでございますので、住宅

であったり、病院であったり、また土地を売

ったり、買い足す方もおられると思います。 

 

○堤泰宏委員 わかりました。土地区画整理

組合がここに持っとる土地はないわけです

な。 
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○内田都市計画課長 通常の保留地を持って

土地区画整理事業するようなやり方ではござ

いません。ただ、熊本市が持っている土地を

すべて使うということで、保留地はございま

せん。 

 

○堤泰宏委員 わかりました。 

 

○守田憲史委員 関連。済みません。同じ２

ページの西口ですが、写真⑥のところから、

どうして西口に直接行けなかったんですか。

今さら言うたってしよんなかばってん、ずっ

と④に回って、③に回って、②をぐるっと１

周せんといけぬ。何で、こっちの東地区の人

間も新幹線に乗るんだったら、これは⑥番か

らすぐ左に行って、ここの西口の表にそのま

まつけにゃいかぬと思うが、あれはできない

わけですか。どうして、あんなぐりぐりぐり

ぐり回って、タクシー乗り場もまたぐるっと

回らぬばんもんで、あぎゃんとは最初からあ

っですか。 

 

○内田都市計画課長 春日池上線が、30メー

ターの付近の県が施行する県道としては都市

計画道路でございます。その横が春日線とい

う市道となる都市計画道路でございまして、

これは熊本市におきまして土地区画整理の計

画をいたしました。私どもが施行する春日池

上線とあわせて整備をするということでござ

いまして、現時点でアクセスを変えるという

ことは難しい状況にございます。 

 

○守田憲史委員 現時点でのものですから、

最初からどうして⑥から⑤にずっと道路をつ

くらぬだったんだろうかと、だれでもわかる

こっだろうと、素人の自分が一番疑問に思う

これは、どういういきさつだったですか。 

 

○村上寅美委員 いっちょんうまくいっとら

ぬとたい。 

 

○内田都市計画課長 私も承知しておりませ

んけども、基本的には幹線道路を通じて入る

と、幹線道路の計画が、春日池上線は先ほど

言いましたように４車線で計画されておっ

て、それを利用して駅西の広場にというふう

な道路計画が、最初からこういうふうに計画

されていたということでございます。 

 

○守田憲史委員 ぜひ、村上委員も、皆さん

ここに一回行ってください。何でて、素人が

わけわからぬだったくらいですもんで、どう

にかなりませんかね、今からでも。 

 

○村上寅美委員 ちょっと関連で。今皆さん

が言われよるのは、説明の仕方もちょっとま

ずいけど、部長、やっぱり県市トップ会談が

あって下におりてくるでしょう。だから、熊

本県は県としての立場で、十分ＪＲなりある

いは熊本市なり協議があるはずだけど、そう

いうとき、計画の段階でしっかりしたことを

県がやってくれぬからこがんなってしまうと

たい。 

 今さら、熊本市のあんた土地区画整理だか

ら、個人の所有だから、それはまだわかっと

らぬでしょうが。今からでんよかけん、住宅

はなおせて言いたいわけよ。しかし、どうす

ることもできぬでしょうが、きょうここに来

てから。だから、今後東口の問題もあるか

ら、やっぱり委員会で皆さん方からの要望が

あったのはまとめて、真剣に取り組んでくだ

さい。 

 おらわからぬ、前んもんがしたけんという

ごたる顔ばあんたしてもよかですたい。（笑

声）そのとおりだもんね。この辺は本当残

念、西口は残念です。これからでも買収して

もらいたい、県か市に。しかし、できないこ

とはこれはできないから、今後の計画だけ

は、やっぱりびっちり議会の委員会のあれを
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取りまとめて、ＪＲであろうと熊本市であろ

うとやってもらわないと、そっで４月１日か

ら市の権限が大きくなってくるばかりだか

ら、だからこの辺は十分県からの要望は折れ

るように、部長、要望しときます。答弁は要

らない。 

 

○松田三郎委員長 ほかに。 

                     

○髙木健次委員 35ページなんですけど、Ｊ

Ｒの豊肥本線を活用した空港ライナー、１日

の利用状況を見ますと、大体毎月100人前後

なんですね。１日47便出ていますから、平均

すれば１便に２人か、その辺の利用率と思う

んです。 

 金かけている割に、確かにこの100人の方

は非常に便利に利用されていると思いますけ

ど、金をかけている割には、この利用状況を

見て大きな成果を上げていると思っておられ

ますか、ちょっとその辺をお伺いします。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 委員御指摘のとおり、１日47便で割ります

と、便当たりが２人ちょっとでございます。

ただ、細かい数字を見ますと、便当たり10人

とかの利用もございます。これまで何度か実

験運行させていただいた中で、なかなか数字

が以前は伸びておらずに、今回１日100人と

いうところまで達している状況でございます

ので、以前に比べれば数字としては伸びてい

る状況。ただ、私どもとしましては、もう少

し伸びる余地があると思っておりますので、

引き続きＰＲ等に努めて、この路線が定着す

るように頑張らせていただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 新聞情報、ホームページ等

で各所ＰＲをやっておられるということです

けども、その割には伸び率というか、利用状

況がふえているとは余り感じらぬわけです。

聞くところによると、確かに鉄道から空港を

利用する客といううたい文句ですけど、中に

は空港に買い物にいって帰ってくるとか、そ

ういう方もおられると聞くんです。 

 果たして、本当に豊肥線から、鉄道から空

港に行くアクセスにこれを利用されているの

か、利用客のその辺、本当に飛行機に乗って

利用されておるのか、その辺の分析というか

調査なり、そういうことをやっておられます

か。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 現在も利用客に対する聞き取り調査等をや

らせていただいておりますが、これまでも10

月のスタート時点、それから年末の時点、ヒ

アリング等をサンプル調査500件ぐらいやら

せていただいております。 

 まだ、現在の調査とあわせて分析しようと

いうことで途中でございますが、非常に大ざ

っぱにいいますと、まず県外の利用が半分近

くいらっしゃいます。それから県内では、熊

本県から行くお客さんにつきましては、約1

0％強が鉄軌道を利用してかなり遠隔地、宮

地、竹田、あるいは三角線を使って天草とか

宇城方面、そういう数字もございます。 

 また、先ほど申しました県外のお客さんに

つきましては、その利用のうちの４割弱がか

なり遠隔地まで利用されている状況でござい

ます。これは、もともと鉄軌道のアクセスに

変えるためにということで、それと変わらな

い利便さをここに設けたいという取り組みで

ございますので、もう少し需要の掘り起こし

をさせていただければと思っております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 23年の10月１日から24年の

３月25日までの半年間試験運転、試験運行と
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いうことですけど、これは過ぎたらまた24年

度の４月以降もしばらく試験運行やってみる

ということですか。 

 

○中川交通政策課長 今、何とか利用が定着

しつつありますので、私どもとしましては、

切れ目なく次年度も試験運行のトライアルを

させていただいてお願いしたいと思っており

ます。 

 

○髙木健次委員 ただ、この数字を見れば、

利用客としては47便も出ている割には少ない

んじゃないかなという感じがしますから、そ

の辺はもう少ししっかりＰＲ活動なりやって

いただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○西聖一委員 関連。２点あるんですけど、

１点は、また無料を続けるということに対し

てすごく違和感があるんですが、せめて半額

助成にして一回様子見るとか、変えてから

と、無料にすれば大体乗るとです。 

 それが１点と、もう一つは、大津のタクシ

ーに限定するということで、普通の一般のタ

クシー会社の方からすると、相当不利益をこ

うむっているという実態があっております。

大津へ送れるお客が、客引きで向こうに引き

抜かれていって、何時間も待ってやっとお客

をつかまえたつもりが抜かれると不公平でし

ょう。その人たちも無料券かなんかやっとっ

て、大津のときはチケットでぐらいしてやら

ないと、一定業者にだけそういうお金がいく

というのは、使い勝手としてはちょっとおか

しいんじゃないかなと思います。 

 

○松田三郎委員長 １点ですね。 

 

○中川交通政策課長 まず、無料をまだ続け

るのかという点でございます。私どもも次年

度以降の取り組みについて随分中で検討をさ

せていただきました。ただ、利用状況、100

からスタートして順調に伸びていたところで

すが、落ち込み月等でまた減少するなど、ま

だ安定していない点がございます。 

 通常、路線の新設等に際しましては、定着

するまで２～３年かかるという話も事業者か

ら聞いておりますので、私どもとしまして

は、需要を掘り起こすためのＰＲの手段とし

て無料をまず続けさせていただいて、将来的

には関係者による負担等も含めたスキームと

いうのを、次年度中に整理してまいりたいと

思います。それが１点目でございます。 

 ２点目の、タクシー事業者の方への不安と

いいますか、その点でございます。私どもも

ものすごく関心を持っておりまして、県のタ

クシー協会といつも意見交換をさせていただ

いております。ただ、この事業につきまして

は、県のタクシー協会自体が、空港アクセス

の新たなあり方を全国的に発信していくんだ

という取り組みで、県のタクシー協会の全面

協力で今やらせていただいております。 

 そういうことで、現場では若干そういう御

不満もあるかと思いますけど、空港全体の利

用をふやすための熊本県の空港のアクセス手

段の強化ということで、御理解いただければ

と思います。 

 以上でございます。 

 

○西聖一委員 だから、無料化実験４カ月間

やっているから次はやっぱり変えていかなく

てはできないと、本当に実験になっていない

ような気がしますので、半額にして様子を見

るとかですね。 

 それと、タクシー協会とは話は当然してい

ると思うけども、そういう不満が出ているこ

とを、できれば県としてはタクシー協会に働

きかけて、公平な利用に努めてくださいと言

うべきじゃないですか。 

 

○松田三郎委員長 今のは。 
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○西聖一委員 いや、もういいです。 

 

○松田三郎委員長 よかですか。関連です

ね。 

 

○増永慎一郎委員 重複というか、今西委員

も言われたように、４カ月してこれぐらいの

人数でもまた無料化を続けていくというのが

どうしても納得できないというのと、これは

今さっき言われたように、豊肥線を使う分に

関してはいいかもしれませんけど、逆に豊肥

線を全然使わない地域にとってみれば何にも

ならない。やっぱりこれ税金なんですよ。そ

の辺は何か考えられているんですか。 

 それともう一つ。基準かなんかあって、こ

れ以上ふえたら有料化にいくとか、これだっ

たら今からやめるという基準とかは設けられ

ておるんですか。 

 ２つ。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 まず、利用の状況ももとよりございまし

て、私も空港アクセスの改善という点で取り

組ませていただいております。これまで空港

のリムジンバス等、あるいは八代からの直通

便等がございます。あとは、私どもの空港は

半分以上がマイカーの利用が実態でございま

す。航空事業者等のお話を聞いております

と、できるだけ公共交通機関のアクセスとい

うのを充実してもらわなければ、これからの

空港間競争がなかなか厳しくなるというよう

な話も伺っておりますので、公共交通として

のアクセスを何とか強化したい。 

 最寄りの鉄軌道につなげることで、できる

だけ広く定時性の保てるお客さんを集めてい

きたいということで取り組ませていただいて

おりますので、今後も、この空港ライナーだ

けに限らずリムジンバスもそうですけれど

も、現在あるアクセス手段の利便性の向上、

あるいは空港のアクセスの強化ということ

で、新たなアクセス手段についても検討して

いきたいと思います。 

 それから、利用者の状況につきまして、１

月の５日には１日200人を超えるような日も

出てまいりまして、また12月も160を超える

ような日が出ております。私どもももう少し

一日当たりの平均が200を超えるような、そ

ういう状況まで需要開拓をしまして、それか

ら関係者の負担というスキームについても検

討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○増永慎一郎委員 恐らく、ここにいらっし

ゃる委員の方々、何で続けるんだというのが

圧倒的に多いんじゃないかというふうに思い

ますし、例えばこれが無料化から有料化にな

ったときに、これがいきなり全部減ってしま

うんじゃないかというふうに多分みんな思わ

れると思うんです。そういうのがわかってい

るのに、執行部の方が、これは続けていかな

ければいけない、いけないというのが、私に

はどうしても理解ができないんです。 

 

○小林総括審議員 この空港アクセスにつき

ましては、かつて十数年前から空港アクセス

の改善についての議論が、交通関係の委員会

でも議論されてまいりました。それを受け

て、鉄道系アクセスがないことが阿蘇くまも

と空港の最大の弱点であるという観点から、

空港への鉄道の直接の乗り入れというものに

ついて、長年研究をしてまいりました。 

 これについてはなかなか早期には難しいと

いう結論のもとに、ではそれにかわる鉄道系

アクセスをどう確立するのかというのが議論

されたところでございます。その中で生まれ

てまいりましたのが、直近の駅である肥後大

津駅からの陸上交通によるアクセスをつくろ

うという発想でございまして、これは阿蘇く
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まもと空港の最大の弱点の部分を克服するた

めの一つの取り組みであります。 

 ですから、そうした観点から、ぜひこれを

確立するために、まだこれまで、肥後大津駅

というものは人の動きはなかった地域であり

ますので、当然タクシーも余りなかった地

域、これに新しい人の流れをつくるというこ

とは、ある程度のインパクトのある手法とあ

る程度の時期が必要なんだろうというふうに

思っておりますし、これは実際に運行してお

ります民間事業者との対話の中でもそのよう

な指摘が出ております。 

 そうした意味で、当面無料という形で継続

する中で、目標人数としては、やはり１日20

0人以上は平均して乗るような交通手段にし

ていくべきではないかと我々考えておりま

す。200人と申しますのは、大体100円を取り

ますと、もし200人恒常的に乗って100円を取

れば、大体20％近くの収支が償われる、通常

のコミュニティーバスを維持するような、そ

のような構図になっているわけけでございま

す。 

 こうしたことも視野に入れながら、利用人

数がふえて有料化したときのインパクトも考

えながら、将来のスキームを考えていきたい

と思っておるところでございます。 

 

○堤泰宏委員 関連。今、小林総括審議員が

おっしゃったように、鉄道を引くお話はずっ

とあっておりましたね。費用が250億かかる

とか、費用対効果でしばらく凍結ということ

でしたね。完全にやめたわけじゃないとでし

ょう。 

 それで、今局長の答弁の中では、軌道が必

要であるというお話もありました。お金がな

ければ、そのお金をつくる方法を考えない

と、バスとタクシーに頼っておっても、軌道

にかわる効果というのは難しいと思うんで

す。 

 お金をつくるやり方というのはいろいろあ

ると思うですよ。第三セクターをつくるとか

今いろいろ、県も出す、国からも民間からも

お金を集めてそして熊本の浮揚を図ると。そ

ういうことも今視野に入れるとか、こういう

ことばかり堂々めぐりで議論しとっても問題

と思うんです。計画をどのように進めるか、

もしお考えがあれば。 

 

○小林総括審議員 堤委員おっしゃいました

鉄道系アクセスについては、なかなか早期に

は実現するだけの収支採算性をとることは難

しいだろろうと考えております。ですから、

まずは鉄道系アクセスへの一つの交通手段を

つくって利用人数をふやし、その可能性があ

った将来、その収支採算性が賄われるであろ

うということが見込まれた遠い将来かもしれ

ませんけども、そのときに初めて鉄道系アク

セスの可能性というのは再び出てくるんだろ

うと思います。 

 そのために、今はまず、今までなかった程

度に公共交通をつくって、適当な流れをつく

って、より広域の人の動きを創出していこう

と、これが大事だというふうに思っていま

す。 

 

○堤泰宏委員 関連で。それで、軌道だけを

引く話をいつまでしてもこれは始まらぬです

よ。例えば、こういうことを言うていいか私

はわからぬですけど、大江の専売公社です

ね、ＪＴの跡地が70何億で売れていますね、

民間企業が買っています。ですから、沿線の

開発をすれば必ず250億から300億出てきます

よ。考えを変えてこれはぜひやってくださ

い。 

 以上です。もう質問しません。 

 

○岩中伸司委員 関連でいいですか。非常に

苦労して答弁されているなというのがひしひ

しとわかります。無理なことを、できないこ

とをやろうとする努力は敬意を表しますけど
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も、今堤委員から話があったとおり、もとも

とあそこへレールを引くという発想があった

ときにも私はびっくりしたんですけども、今

環境が変わっているみたいです。交通政策の

プロですから、新幹線が熊本まで来ているん

です、現実。熊本駅を発車したら32～33分で

もう博多・福岡なんです。地下鉄で６分か７

分で福岡空港へ行く、そういう時代になって

いるんです。 

 だから、私はこの問題は、一生懸命努力さ

れるのはわかるけれども、しょせん無理な

話。そういう情勢、自分たちがつくり上げ

た、知事に言わせれば100年に一度のビッグ

チャンスの新幹線が開通した中でも、今でも

まだ熊本空港へ熊本駅からのアクセスをどう

のこうのというのが、本当私は大変だなと同

情をしているんです。 

 

○村上寅美委員 岩中委員から同情さるるご

たるこっじゃいかぬですよ。 

 

○小林総括審議員 今、岩中委員御指摘のお

話で、空港の性格について一つだけ御説明さ

せていただきますと、現在、国際線について

は多くのところ、福岡空港に行かれるお客さ

んが多いだろうと思っております。ただし、

今回新幹線ができましても、国内線の利用者

が福岡空港に逃げている事実を我々はつかん

でおりませんし、利用人数は特に減っておら

ないという認識をしております。 

 熊本県の国内線の利用者は、やはり阿蘇く

まもと空港を使っているというふうに考えて

おります。ですから、阿蘇くまもと空港の利

便性を高めて、より各地域からの阿蘇くまも

と空港の利便性を高めてやることによってよ

り利用者はふえるだろうし、その利便性を求

めている県民は多いだろうと思っておりま

す。 

 ちなみに、荒尾から阿蘇くまもと空港に参

りますのでも、今現在インターネットの検索

を使いますと、この無料の空港ライナーを使

って最短の時間で来れるようになっておりま

すので、ぜひ御利用をお願いしたい。 

 

○松田三郎委員長 氷室委員の関連分は。 

 

○氷室雄一郎委員 だから、この1,800万も

使ってこういうのをやって、では厳しいから

あとほっぱらかしましたと、それにかわる行

き帰りに、行政として何か民間企業なりまた

は各種団体との協力を得ながら、先の展望が

きちっとあれば私たちも納得するんです。 

 これは２年で終わりました、後から上げま

した、後はやめましたと、ではどうするんだ

ということになりますので、その辺の先の展

望が、きちっとある程度の展望があれば私た

ちも頑張っていただかにゃ、何もないのに何

か苦しまぎれにアドバルーン上げました、も

うおろしましたと、後は何もなくなりました

というのでは、これは大変な時代に費用をど

んどん使っていくということはできないんじ

ゃないかということを言っているわけです。 

 

○小林総括審議員 同様の指摘を、実はこの

空港ライナーをより確実にするためには、Ｊ

Ｒとも連携は欠かせません。そのＪＲからも

これを継続する手段なのかどうなのかという

ことは問われております。継続する手段であ

ればＪＲとのタイアップへも今後可能になっ

てくるんでありますが、私ども、ＪＲまたは

対外的に説明しておりますのは、１つは、現

在県費で24年度投入するという話をしており

ますが、今後永続させるためにはどのような

スキームにするのか、そしてどのような収支

採算性を、その関係者の負担も含めたスキー

ムをつくることによって、永続できるかとい

うスキームについては、24年度中に何とかつ

くっていきたいというふうに考えておりま

す。 
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○髙野洋介委員 関連で。私もずっと前から

この空港アクセス、空港ライナーの件は２件

あるんですけれども、まず、現在タクシーを

使っているんですけども、それからシャトル

バスとか、そういった方面のことを検討する

という話なんですけれども、まず妥当な金

額、お金を取るんだったらどれぐらいを取る

のかというのも、全然こっちも伝わってなく

て、ただ今無料ですよというだけしかないん

です。 

 だから、普通、試験運行というのは段階を

踏んで、無料だったら何人、半額だったら何

人、全額だったら何人という比較をしていか

ないと、定着だけ考えるんだったら全然試験

運行になってないんですね。 

 だから、多分私も全くこの件に関しては納

得できませんし、普通、執行部に質問したと

きに、大体８割ぐらいは納得するような答弁

が来るんですけども、全くこの件に関しては

私納得できないんです。 

 だから、もう少しちゃんと理論的に、こう

いう理屈でこういうことをやりますよという

ような説明をしてもらわないと、議論になら

ないんです、最初から。 

 だから、もう少し考えて、きちんとしたビ

ジョンを持って話をしてもらわないと困ると

思うんですけども、もう少しわかりやすく、

納得するような説明をしてもらいたいのと、

今度は私少し聞いたんですけども、県費だけ

じゃなくて、民間からもお金が入るんでしょ

う。それを質問をして、ちゃんと答えてもら

わないと、幾ら民間企業から、どういう団体

からお金をもらって、県と民間企業がやりま

すというような話をしないと、全部県だけで

やっているというふうなことばかり言われる

と納得できませんので、少し説明をしてくだ

さい。 

 

○松田三郎委員長 ２点ですね。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 妥当な金額という点と、後段のスキームに

つきましては関連いたしますので……。私ど

もが今考えておることを少し説明させていた

だきますと、今年度は県の単独の予算で半年

間ずっとやらせていただいておりましたが、

委員御指摘のとおり、このままずっと県だけ

が出し続けるようなスキームというのはやは

り私どももいかがなものかと思っております

ので、次年度につきましては、県とあと関連

する団体等から負担金をいただくようなこと

を検討しておりまして、まだ最終確定ではご

ざいませんが、外からのお金で総額約1,000

万ぐらいはまずスタート地点で集められれば

と思います。 

 それと、あと県と関連団体との実行委員会

方式で試験運行を続けさせていただきなが

ら、その過程でさらなる賛同者等を集めて、

負担金等を集めていけるように働きかけてい

こうかと思っています。 

 そういうことによりまして、将来的には少

し時間がかかるかもしれませんけど、自立的

な交通アクセス手段として定着するようにや

らせていただければと思います。 

 以上でございます。 

 

○髙野洋介委員 それでも私多分、ほとんど

の委員さん納得できない部分があると思いま

すので、無料というのが私どうも気になるん

です。だから、１年か、来年の末になった

ら、例えば半年間は無料ですと、あとの半年

は幾ら取りますというようなビジョンがある

と、みんなやってみろという話になると思う

んです。そこがないから、１年間無料にしま

すというのでみんな引っかかるもんですか

ら、ぜひ今後検討してください。答弁要りま

せん。 

 

○松田三郎委員長 それぞれ御意見があるよ
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うでございます。私も小さいことは、費用対

効果がどうだこうだというふうなことは余り

言いたくはございませんし、小林局長の御答

弁の中に、やっぱりこの熊本空港の利便性を

高めるというのは、こちらの委員の皆さん方

も同じ思いでございますが、それぞれ御心配

なり疑問もあるようでございますので、これ

は来年度の当初予算にも入っておるわけです

ね、今おっしゃった。 

 であるならばなおのこと、局長おっしゃっ

た今までの経緯を含めて、これからはこうす

るんだ、仮に先で続ける、やめるにしても、

委員御指摘のありましたきちっとした基準な

り、そういったことをきちっと説明できるよ

うに再度、今後のことも含めてしておいてい

ただかないと、委員はもとよりでございます

が、一般の県民の方にも説明がつかないとい

うのではいかがなものかと思いますので、再

度きっちりした検討なり理論づけをお願いし

たいと思います。 

 ほかにございませんか。 

 

○山本秀久委員 今委員長の言われたのに関

連するかもしれませんけど、各委員が今まで

随分申された問題点は既におわかりだろうと

思います。そのことで私は企画振興部長にお

尋ねします。 

 今、問題点いろいろ聞かれたと思います。

そういうことは、一つの横の連携というもの

が各課にまたがっております。その各課にま

たがっているものが縦割り行政になってしま

っている、そういうところに弊害が出てきて

いるわけだ。 

 こういう問題が出たということはどういう

ことかというと、問題点というのは把握すべ

き問題、何でもそうですよ。私がある問題と

いうのは31年かかったんだ、解決するまで

に。そういうことと同じように、こういう問

題は早く県の全体的な問題点を把握しなが

ら、現状に応じた結論というものを一つ一つ

片づけていかぬと、これは幾らやっても同じ

なんです。だから、その横の連携を十二分に

今後はやってください。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員長 それでは、坂本部長も覚

悟あたり、表明を含めてですね。 

 

○坂本企画振興部長 その問題ですね、小林

も申し上げたように、県の中の利用者のはた

から見ますと、やっぱりお車をお持ちなん

で、鉄軌道アクセスというのはそんなにふだ

ん意識が余りないんだと思っております。県

内の方から、東京の人間なんか車を持ってお

らぬもんですから、そういう人間が空港に行

くときに、何時に目的地まで着くかという定

時性というのは非常に実は意識される、つま

り空港が生き残るか、残らないかのポイント

でございまして、そこをぜひ何とか高めたい

という思いで、まさに委員長言われたよう

に、この点については恐らく委員の皆様と私

どもと同じ問題意識からスタートしているん

だと思います。 

 ただ、今回実際に進めていることの将来図

というものをきちんと示していないこと、そ

して山本委員から御指摘がありましたよう

に、やはり隅々のさまざまな関係者、このラ

イナーをめぐりましてはやっぱりタクシーの

運転手の方と業界、それから大津周辺のいろ

んなビジネス環境等々もある中で、どういう

民間の方々のお知恵なりあるいは御負担なり

をいただけばうまく回るのかということにつ

いて、まだまだ私ども研究が半ばでございま

して、そうであるがゆえに説明も若干中途半

端なところがございます。しっかり予算の執

行の過程の中でビジョンというものが示せる

ように努めてまいりたいと思いますので、何

とぞ御指導をよろしくお願いいたします。 

 

○松田三郎委員長 ほかにございませんか。 
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○鎌田聡委員 別件になりますが、24ページ

ですね。人の動きも非常に大事でしょうけど

も、物の動きというのも非常にまた重要だと

思いますが、物流機能の部分で、年々20％ず

つ物の量が、貨物量が減ってきているとい

う、これは非常に深刻な問題じゃないかなと

思いますけども、いろいろな要因は書いてあ

りますけれども、これは上位10空港それぞれ

に規制され、熊本空港が９位ということであ

りますけれども、それぞれの空港でこういっ

た大体２割ぐらい減ってきているという状況

は何でしょうか。 

 

○中川交通政策課長 貨物の利用状況につい

てでございますが、阿蘇くまもと空港は、今

御指摘のとおり、対前年２割連続で落ち込み

ということになっております。ほかの空港で

はでこぼこございますけど、阿蘇くまもと空

港は少し落ち込みが大きい状況でございま

す。 

 

○鎌田聡委員 それの要因というのは何です

か、阿蘇くまもと空港が大きい。 

 

○中川交通政策課長 私どもはヒアリング等

でずっと情報収集した中では、東京便などが

一番ウエートが大きいんですけれども、その

航空会社の機材の小型化でございます、一番

の大きい原因は。機材を小型化することによ

って、現在の旅客機のおなかの部分、これは

ベリーといいますが、そこに荷物を積んでい

る、それを運べる飛行機のボリュームが対前

年比で約２割ぐらい減っている、それが一番

大きゅうございます。 

 あと個別の事業でございますと、熊本県が

得意の生鮮品の量が、運ぶ物自体がボリュー

ムがなかったのも重なっている。あるいは荷

主側の都合でかなり競争が激しくなっている

もんですから、コストの高い航空機からトラ

ックの方に移管されている、そのボリューム

が阿蘇くまもと空港利用の物流の中では大き

く出てきていると、大きくはこの３点、今の

時点で私ども認識しております。 

 

○鎌田聡委員 これは何か阿蘇くまもと空港

に特化した理由では今のはなかったなと思う

んですけど、小型化とか、生鮮品の少ないや

つとか、荷主側のコスト削減というものだけ

では違うんじゃないかなと思いますけども、

今後ほかの空港よりも落ち込みが激しいとい

うことであれば、もう少し違った要因がある

んじゃないかなというふうに思いますので、

ぜひその辺も十分に今後研究しながら、やは

り物の動きというのは非常に経済に与える影

響は大きいと思いますので、そういった視点

からもお願い申し上げたいと思います。 

 そして、熊本空港にまた増便というお話あ

りましたけど、これもやっぱり小型機なんで

すか。そこを、小型機でなければ貨物量が少

しははかどるんじゃないかと思いますけど

も、その点はいかがですか。 

 

○中川交通政策課長 今度、東京便では増便

されますのがＭＤという機種でございまし

て、実はそんなに積めないやつでございま

す。これはお客さんの増にはなるんですけど

も、物流にはつながっておりません。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 ぜひ航空会社にもその辺の働

きかけをして、小型機で運べるやつを要望し

ていただきたいと思います。 

 また、県内のいろいろな事業者含めて、航

空便の利用というのも促していただくように

よろしくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 ほかに何かございません

か。 
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○岩中伸司委員 全く該当しないと思います

が、新幹線関係で、これは特別委員会が新幹

線活用対策ですので、環境対策で聞かにゃい

かぬけれども、ここの場合どうとらえていら

っしゃるのか。 

 先般、新聞で報道された、熊本県内６カ所

ぐらいで騒音基準を超えていたと、新幹線の

騒音が。このことについて、この委員会とは

直接関係ないような感じもするのでちょっと

発言控えていたんですけども、何かその辺に

ついての感想をどなたか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 新幹線の騒音振動

の基準につきましては、まず、環境保全部局

の方が、国の委託と県の単独事業を含めまし

て、県内の新幹線の沿線の環境測定を行いま

した。その結果、測定値と申しますのは、中

心線から25メーター、地上1.2メーターのと

ころをはかるんですけれども、結果として、

現時点で６地点がオーバーしていたというこ

とでございます。 

 これにつきましては、新幹線の施設整備を

行っております鉄道・運輸機構というところ

が、まず開業の直前に、事前に測定を行いま

して、それによりまして独自に調査をして騒

音レベル、住宅が専用のところは70デシベ

ル、それと商工業地域には75デシベルになっ

ていますけれども、それをオーバーする地域

につきましては、まず音源対策としまして防

音壁のかさ上げとか、そういう対策工事を順

次、今年度と来年度の２カ年を目標に、騒音

レベル以下に抑えるような工事を今も継続中

でございます。 

 ですから、今回の騒音レベルが上がってい

たところは、その場所、場所で違うんですけ

れども、その対策がまだとれてなかったとこ

ろもございます。 

 そのほかには、どうしても地形的にトンネ

ルとトンネル間に囲まれまして、新幹線の速

度による風の音で、騒音がレベル以上に上が

ってしまっているところもございます。 

 ですので、もう一度整理しますと、音源対

策としてまず防音対策を行っていくというの

が第一でございます。 

 それでもやはり基準値を超えると、レベル

を超えるということになりますと、各個別の

住家ごとに、またあるいは必要に応じて測定

をいたしまして、それぞれの住家に対して騒

音レベル以下になるような対応を、各個別に

協議をして進めていくということで今行って

いるところでございます。 

 以上でございます。 

 

○岩中伸司委員 今回の６カ所というのは、

鉄道・運輸機構が事前に調査した箇所以外の

ところが新たに出てきたという理解でいいん

ですね。 

 

○上野鉄道高架推進室長 必ずしも鉄道・運

輸機構が調査したところと今回調査したとこ

ろが同じところではございませんので、近く

のところを調査したところもありますし、少

し離れていたところもあったということでご

ざいます。 

 

○岩中伸司委員 騒音対策としては、今おっ

しゃったように、来年度までかけてその対策

をとっていくということの中に、今後その６

カ所も含めて議論がされていくという理解を

していいですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 そうでございま

す。 

 

○松田三郎委員長 ほかにございますか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○松田三郎委員長 ほかに質疑がございませ

んので、これで終了いたします。 

 次に、議題（2）閉会中の継続審査につい
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てお諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件については、審

査未了のため次期定例会まで本委員会を存続

して審査する旨、議長に申し出ることとして

よろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○松田三郎委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにいたします。 

 その他を用意いたしております。その他と

して何かございますか。 

 

○小杉直委員 １件は要望、１件は質問です

が、口幅ったい言い方ですけれども、議長時

代にも空港ライナーの説明は何度か説明しま

したが、お話があったように、もっと計画性

を持った形でやってもらうということと、あ

とは見きわめですな、継続してすべきなの

か、どこかで中止・撤退すべきなのか、特に

見きわめをしてもらうように要望しておきま

す。 

 質問です。鎌田委員、岩中委員等も頑張ら

れたと聞いておりますが、２月19日の熊本城

マラソンですね、交通部長、あれは相当の混

雑が心配されて、県警も500～600人の警察官

を配置したというふうなことですが、結果的

には混雑、渋滞状況はいかがでしたか。 

 

○中野交通部長 それでは、お答えをいたし

ます。 

 ２月19日開催されました第１回熊本城マラ

ソンに対する警察の諸対策についてというこ

とでございます。県警では、大会の計画が打

ち出されましたころから約１年３カ月諸準備

を行ってまいりました。23年の５月に、熊本

県警察の熊本城マラソン対策委員会というの

を設置をいたしまして、ここが核となりまし

て、警察の諸対策に万全を期すための諸準備

を進めました。 

 大会当日は、651人の体制で交通諸対策、

雑踏警備対策を実施したところであります。

開催前の予想では、委員御指摘のとおり、熊

本市市街地を中心に広範囲の長時間に及ぶ交

通規制によりまして、相当の交通渋滞、混

雑、あるいは観客等による雑踏事故が懸念さ

れたところでありますけれども、当日は参加

者約１万人という、いまだかつてない大規模

な大会でございましたが、国道３号線の水道

町交差点を一つ例に挙げますと、これはスタ

ート３分前からフルマラソンの最終ランナー

が通過をいたします間、約18分間全面通行ど

めをいたしました。 

 このときの状況でありますが、上り植木方

面が600メートル、それから下り宇土方面が8

00メートル程度の渋滞ということで、これは

ふだんの日曜日よりも渋滞は少ないという交

通量でございました。 

 今回、大規模な交通規制を行ったにもかか

わりませず大きな交通渋滞が起きなかったの

は、事前広報を徹底していただいた結果、あ

るいは国民の皆様の御協力のおかげで、交通

総量の抑制が図られたものと分析しておりま

す。 

 なお、110番通報など38件ございましたけ

れども、交通規制に関する問い合わせがほと

んどでありまして、苦情等は寄せられており

ません。 

 第１回の熊本城マラソンは、交通渋滞ある

いは雑踏等による事故もなく大会が運営され

たということであります。この間の委員の皆

様方の、あるいは県民の方々の御協力に対し

て感謝を申し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 私たち市内の県議会議員とし

て、支援者、知り合いの方に、かなり渋滞し

ますから御協力をというふうなことを広報し

たわけですが、今部長がおっしゃった事前広

報がしっかり功を奏したということですか

ね。 

 鎌田委員がちらっと、警察もよう頑張った
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というふうにおっしゃっていますが、（笑

声）やっぱり事前広報がしっかり徹底しとっ

たわけですか。 

 

○中野交通部長 そうですね、結論として

は、事前広報で皆さんが、この時間帯にコー

スあるいは周辺においでにならなかったとい

うことであります。 

 また、私どもの方は、交通規制について、

東京マラソンもつい先日行われましたけれど

も、諸大会は約３年ぐらいの準備期間がござ

いました。熊本の場合は、先ほど申し上げま

したように１年ちょっとということでありま

して、しかも５月から約７カ月間、ほとんど

毎週、主催者すなわち市の対策委員会、それ

から陸連の役員の方、それと交通規制であり

ますので交通規制課長を中心として幹事会、

あるいは作業部会、ここでしっかりと詰めを

行いまして、交通規制のあり方についてよく

研究した成果であろうというふうに思ってお

ります。 

 

○小杉直委員 熊本市としては来年からも続

けるというふうなことを市長あたり公言され

ておりますので、中野部長は長期にわたる県

警勤務で今度で御勇退ということですが、そ

ういうポイントについては後任の方に引き継

いでいただきますようにお願いをしておきま

す。長い間、県警勤務御苦労さんでございま

した。 

 あわせて、髙野規制課長、今度は、新聞に

よりますと、玉名警察署長に御栄転というこ

とですが、これも交通対策委員会に取り組ん

でいただいてありがとうございました。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員長 ほかにございませんか。 

 

○堤泰宏委員 前回もちょっと御質問しまし

た新幹線の効果、それから知事のおっしゃっ

ております観光立県ですね。私は阿蘇の方か

ら出てきておりますので、阿蘇のことをよく

耳にいたします。阿蘇山の噴火口の規制、あ

れは環境庁ですか、煙が出ると立ち入り禁

止。遠方から来た客、外国人の方も、１時間

前までは噴火口が見れると思うて来たけれど

も、つい何分前に規制されて行けなかった

と、業者とのトラブルもありますし、二度と

阿蘇に来ないと、観光立県にこれは非常に私

は阻害しておると思います。 

 本当にガス規制というのが必要なのか。例

えば、別府でも雲仙でも、温泉地に行きます

とどこでもガスが出ております。阿蘇山のガ

スはよそのガスと品質が、品物が違うのか、

そういう証明をしてくれぬとどうも私たちは

納得ができません。 

 それから、噴火口入り口の広い駐車場があ

りますけども、ここが有料になっておりま

す。せっかく山上に登ってきても、やはり有

料になればそこの駐車場まではなかなか足が

伸びないと。過去に、あすこには数軒、最低

４軒、最盛期には５軒から６軒あったと思う

ですけど、お店がありました、飲食店、土産

品店ですね。今は２軒になっております。こ

の２軒も売り上げが落ちて閉鎖をしようか

と、県にも相談があっとると思いますけど

も、そういう惨憺たる状況であります。 

 もしあの２軒のお店が閉鎖をしましたなら

ば、阿蘇の噴火口は火が消えたようになると

思うですね、電気もだれもつけませんし。そ

れで、あの有料駐車場をどうにか無料にして

もらいたいというのが、あのお店の関係者、

また噴火口の近くで仕事をされておる方の御

希望でありますので、御検討をお願いしま

す。 

 それから、以前の九州産交が運行して、後

は阿蘇市が管理しておりましたロープウェ

ー、これが今運行があっておりません。これ

もやはり人を寄せるとか、またこれに乗るこ

とが楽しみで阿蘇に来た観光客がたくさんお
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ります。すばらしい景色ですね。特に、ミヤ

マキリシマが咲いたころはすばらしい季節。

これも全然県は関与しなかったと私は聞いて

おります。観光立県といわれる割には余りに

も冷淡じゃなかったかと。 

 それから、人口スキー場ですね、これも廃

止です。何か取り壊しが終わっているんじゃ

ありませんか。解体業者の入札が何とかとい

う新聞も見ました。五ヶ瀬にあって阿蘇には

なくなったと。これも観光立県という割に

は、私は県の態度というのは冷淡であったん

じゃないかなと思います。 

 次々に阿蘇の観光をぶち壊すような、そう

いうことが進行されているような気がいたし

ます。阿蘇の観光というのはやはり熊本県の

私は宝と思います。坂本部長から、今から阿

蘇をどう持っていくか、そういうお考えを聞

きたいと思います。 

 

○松田三郎委員長 どうですか、一つ一つや

るより、まとめて。 

 

○堤泰宏委員 まとめて。 

 

○松田三郎委員長 部長から御答弁をお願い

します。 

 

○坂本企画振興部長 今御指摘のありました

それぞれの点については、国であったりある

いは阿蘇市であったりという第一義的にそれ

ぞれの部局が取り組んでいることでございま

して、ちょっと答弁を差し控えさせていただ

きます。 

 いずれにせよ、阿蘇は熊本の宝であるとい

う御指摘、全くそのとおりただと思っており

ますし、私どもの部としましても、阿蘇の草

原再生、あるいは世界遺産化といった取り組

みを全力でやっておりますし、全庁的に阿蘇

の観光資源としての一段の魅力アップという

ことに、しっかり取り組んでまいりたいとい

う気持ちに変わりはございません。しっかり

取り組んでまいります。 

 

○堤泰宏委員 取り組んでまいるとおっしゃ

る前に、あれは国の管轄、これは阿蘇市の管

轄とおっしゃれば、それは取り組みはできぬ

ですよ。 

 

○坂本企画振興部長 阿蘇の例のガス規制で

すとか、あるいは仙酔峡ロープウェーの運営

主体である阿蘇市の第三セクターといったこ

とについては、それぞれ第一義的に監督する

ところがいるということを申し上げただけの

ことでございまして、私としまして何という

んでしょうか、阿蘇の観光振興の観点からこ

ういう声がありますということはしっかり伝

えていきたいと思いますので、担当者がちょ

っと違うということを冒頭申し上げただけ

で、そのことをもって何もしないと申し上げ

ているつもりでは毛頭ございません。 

 

○堤泰宏委員 頑張ってください。 

 

○松田三郎委員長 ほかにないようでござい

ますので、これで終了したいと思いますが、

最後の委員会でございますので、一言ごあい

さつを申し上げたいと思います。 

 委員の先生方そして執行部の皆様、１年間

まことにありがとうございました。お世話に

なりました。 

 昨年度を振り返りますと、年度の前ではご

ざいますが、御存じのように、３月11日に大

震災が起きまして、たしか翌日の12日に全線

開業の祝宴等々用意してあったかと思いま

す。こういうことが起こるのであろうかとい

うような思いでいっぱいでございましたし、

その後県内においてもいろいろ自粛ムード

で、イベント・行事等々が自粛あるいは中

止、延期にされたということで、ある意味で

は知事の言葉による100年に１度の全線開通
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がどうなるんだろうかという心配をした年度

前半でございましたが、県民の皆様の期待も

大きかったんであろうかと思いますが、予想

以上に早い回復といいますか、まあ初年です

から、回復というよりもふえた、利用客の皆

様の数がふえたということで一安心でござい

ますが、この２年目がまさに正念場ではない

かと思いますので、この委員会の重要な調査

案件でもございます新幹線の利用・活用とい

う問題に引き続き委員会で、そして執行部の

皆さんと一緒に考えていかなければならない

ことだと思っております。 

 振り返りますと、管内・管外、管外はとり

わけ青森を中心に視察をいたしましたし、こ

の各委員会での議論というものも、きょうの

例えば空港ライナーにつきましても、それぞ

れ活発な議論も行なわれたと。 

 私、委員長としまして、非常に多岐にわた

る付託調査事件でございますので、余りにも

議論が拡散しないようにというような思いで

運営を図ってきたところでございますが、な

かなかうまくいかなかったところもあったか

と思います。どうか次年度、かわられる方も

いらっしゃるかもしれませんし、残られる方

もいらっしゃるかもしれません、多岐にわた

るがゆえに広くしかも深く、そういった議論

を引き続き行っていただきたいと、申し送り

をさせていただきたいと思います。 

 結びに当たりまして、３月をもって退職を

なされる予定であります戸塚土木部長、そし

て県警の中野交通部長、お二人と聞いており

ますが、坂本部長はまだ微妙なところでござ

います、長年の県政に対する御協力、御貢献

に対しまして心より御慰労を申し上げたいと

思います。御苦労さんでございました。 

 最後の最後でございますが、ふなれな、あ

るいは至らぬ委員長で大変皆様には御迷惑を

おかけいたしたと思いますが、１年間御協力

をいただきました委員の先生方、並びに執行

部の職員の皆様に心より感謝を申し上げまし

て、最後の委員長のあいさつとさせていただ

きます。どうもお世話になりました。ありが

とうございました。 

 副委員長からもごあいさつをお願いしたい

と思います。 

 

○小早川宗弘副委員長 済みません。それで

は、私からも副委員長として御礼とごあいさ

つをさせていただきたいと思います。 

 松田委員長を初め委員の先生方、また執行

部の皆さん方には、本当に１年間、審議にか

かかわられましたことに心から感謝を申し上

げたいと思います。 

 特に、ことしは新幹線が全線開通というふ

うな本当に記念すべき年に、いろいろと皆さ

ん方と議論できたということは、私自身も非

常にいい勉強になりましたし、また熊本県に

とっても、今後の新幹線を活用した地域振興

策というものの基本的な何か方針が見出せた

んではないかなと思っておりますし、非常に

有意義な委員会であったというふうに思って

おります。 

 これも、松田委員長のすばらしい手腕によ

るものというふうに思っておりますし、ぜひ

執行部の皆さん方には今回の委員会で出た意

見、あるいは一つの成果というものを生かし

て、今後の各種施策に役立てていただきたい

というふうに思っております。 

 私も特別委員会の副委員長は初めてだった

もんですから、松田委員長をうまく支えられ

たかどうかわかりませんけれども、今後とも

この委員会で勉強したことを精いっぱい生か

していきたいというふうに思います。 

 本当に皆さん方、１年間お世話になりまし

た。ありがとうございました。（拍手） 

 

○松田三郎委員長 これをもちまして、本日

の委員会を閉会いたします。 

  午前11時46分閉会 
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